
就学時健診でむし歯ゼロの就学時健診でむし歯ゼロの

おともだちを紹介しますおともだちを紹介します

２２

令令 和和 ６６

００ ２２ ４４

８８６６ １１No.No.

有馬　有馬　心心
こ こ わこ こ わ

和和さんさん
のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

倉橋　倉橋　海海
み ず ほみ ず ほ

瑞穂瑞穂さんさん
のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

德田　德田　柚柚
ゆ ず はゆ ず は

華華さんさん
のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

米盛　米盛　友友
ともたかともたか

隆隆さんさん
第２保育園第２保育園

乾　乾　孝孝
こ う た ろ うこ う た ろ う

太朗太朗さんさん
第１保育園第１保育園

上床　上床　侑侑
ゆ な のゆ な の

菜乃菜乃さんさん
第１保育園第１保育園

加治佐　加治佐　恵恵
え まえ ま

麻麻さんさん
第１保育園第１保育園

有木　有木　快快
か い とか い と

翔翔さんさん
第１保育園第１保育園

白川　白川　大大
たいせいたいせい

聖聖さんさん
第１保育園第１保育園

吉行　吉行　真真
ま ゆ かま ゆ か

裕花裕花さんさん
第１保育園第１保育園

愛　愛　真真
ま な かま な か

花花さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

岩下　岩下　茉茉
ま お なま お な

央奈央奈さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

臼山　臼山　大大
だ い ちだ い ち

智智さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

大山　大山　結結
ゆ い なゆ い な

菜菜さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

菊地　菊地　未未
み おみ お

桜桜さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

德　德　莉莉
り おり お

央央さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

都　都　伶伶
れ い かれ い か

衣香衣香さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

宮　宮　愛愛
あ い るあ い る

瑠瑠さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

惠　惠　元元
げ ん きげ ん き

稀稀さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

山下　山下　珠珠
み ら いみ ら い

礼礼さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

西野　西野　琴琴
こ と ねこ と ね

音音さんさん
のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

浜崎　浜崎　結結
ゆ まゆ ま

麻麻さんさん
のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

富田　富田　澪澪
みおみお

さんさん
第１保育園第１保育園

永田　永田　桃桃
も も ねも も ね

音音さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

福井　福井　渚渚
な おな お

生生さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

三原　三原　大大
ひ ろ とひ ろ と

翔翔さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

広
報
広
報 きかいきかい
３３



　

元
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本

　

元
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本

代
表
に
も
選
出
さ
れ
た
迫
田
さ
お

代
表
に
も
選
出
さ
れ
た
迫
田
さ
お

り
さ
ん
が
２
月

り
さ
ん
が
２
月
1818
～～
1919
日
来
島
し
、

日
来
島
し
、

1818
日
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、

日
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、
1919

日
に
は
中
学
校
で
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

日
に
は
中
学
校
で
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
。

ト
が
行
わ
れ
た
。

　

迫
田
さ
ん
は
鹿
児
島
市
出

　

迫
田
さ
ん
は
鹿
児
島
市
出

身
。
小
学
３
年
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー

身
。
小
学
３
年
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
は
じ
め
、
高
校
卒
業
後
の

ル
を
は
じ
め
、
高
校
卒
業
後
の

２
０
０
６
年
に
Ｖ
リ
ー
グ
の
東
レ
・

２
０
０
６
年
に
Ｖ
リ
ー
グ
の
東
レ
・

ア
ロ
ー
ズ
に
入
団
。
２
０
１
０
年

ア
ロ
ー
ズ
に
入
団
。
２
０
１
０
年

４
月
か
ら
は
日
本
代
表
登
録
メ
ン

４
月
か
ら
は
日
本
代
表
登
録
メ
ン

バ
ー
と
し
て
数
々
の
世
界
大
会
で

バ
ー
と
し
て
数
々
の
世
界
大
会
で

活
躍
し
、
特
に
、

活
躍
し
、
特
に
、
２
０
１
２
年
の
ロ

２
０
１
２
年
の
ロ

ン
ド
ン
五
輪
で
日
本
の
銅
メ
ダ
ル

ン
ド
ン
五
輪
で
日
本
の
銅
メ
ダ
ル

獲
得
に
大
き
く
貢
献

獲
得
に
大
き
く
貢
献
。
２
０
１
７

。
２
０
１
７

年
に
現
役
を
引
退
し
、
そ
の
後
は
、

年
に
現
役
を
引
退
し
、
そ
の
後
は
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
人
と
し
て
バ
レ
ー

ス
ポ
ー
ツ
文
化
人
と
し
て
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
主
要
大
会
の
解
説
を
は
じ

ボ
ー
ル
主
要
大
会
の
解
説
を
は
じ

め
、
テ
レ
ビ
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
バ

め
、
テ
レ
ビ
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
マ
ル

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
マ
ル

チ
に
活
動
し
て
い
る
。

チ
に
活
動
し
て
い
る
。

　

1818
日
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で

日
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で

は
、
反
射
神
経
を
養
う
メ
ニ
ュ
ー

は
、
反
射
神
経
を
養
う
メ
ニ
ュ
ー

や
、
オ
ー
バ
ー
パ
ス
や
ア
ン
ダ
ー

や
、
オ
ー
バ
ー
パ
ス
や
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
な
ど
、
基
本
動
作
時
の
体
の

パ
ス
な
ど
、
基
本
動
作
時
の
体
の

動
か
し
方
を
児
童
生
徒
た
ち
は
教

動
か
し
方
を
児
童
生
徒
た
ち
は
教

わ
っ
た
。

わ
っ
た
。

元 ・女子バレーボール日本代表元 ・女子バレーボール日本代表

　　　　　　　迫田さおりさん　来島 （２/18 ～ 19）　　　　　　　迫田さおりさん　来島 （２/18 ～ 19）

18 日にはバレーボール教室18 日にはバレーボール教室

19 日は中学校でトークイベントが行われました19 日は中学校でトークイベントが行われました

小学生と小学生と

　

翌
日
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
、

「
中
高
時
、
進
路
は
考
え
て
い
た

か
？
」
や
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日

の
丸
の
重
み
は
感
じ
た
か
？
」
と

い
っ
た
中
学
生
の
質
問
に
対
し
て

迫
田
さ
ん
が
答
え
る
型
式
で
進
行
。

　

そ
の
中
で
、「
高
い
レ
ベ
ル
を
目

指
し
て
い
る
が
、
気
持
ち
が
負
け

そ
う
な
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
仲

間
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
。
自
分

の
弱
い
と
こ
ろ
を
認
め
、
１
人
だ

け
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
仲
間

に
助
け
を
求
め
る
こ
と
で
、
そ
ば

に
い
て
く
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
頑

バレーを始めて間もない児童にもバレーを始めて間もない児童にも
優しく教えてくれました優しく教えてくれました

張
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

そ
の
仲
間
が
弱
っ
て
い
る
と
き
に

は
必
ず
助
け
る
こ
と
。
そ
う
い
う

助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
長
し
あ
え

る
。」
と
迫
田
さ
ん
は
返
し
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
が
花
道
を
つ
く

り
迫
田
さ
ん
を
見
送
り
、
握
手
を

も
と
め
る
場
面
も
見
ら
れ
、
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
は
盛
大
の
う
ち
に
終

了
し
た
。

　

２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
中
学
生
は
、「
日
本
代
表
で
活
躍

し
た
選
手
で
も
、
基
礎
基
本
が
大

事
な
ん
だ
と
改
め
て
思
っ
た
。
今

回
の
貴
重
な
教
室
を
、〝
こ
う
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
な
〝
と
思
う
ん
じ
ゃ

な
く
、
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

を
日
々
の
練
習
で
思
い
返
し
て
、

次
の
大
会
で
い
い
成
績
を
残
せ
る

よ
う
に
し
た
い
。」
と
語
っ
た
。

中高生と中高生と

2
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花良治みかんキャンディが JAC 機内で提供開始 !!花良治みかんキャンディが JAC 機内で提供開始 !!

　就航地である奄美群島の活性化を目的
に、日本エアコミューター株式会社（JAC）
で、２月 16 日から喜界島で生まれた幻
の果実「花良治みかん」の果汁を使った
キャンディの機内提供が開始された。
　本町の農産物 PR をしたいという思い
をご理解いただいた（有）吉川商店と
JAC の協力の元、１年以上の期間をかけ
て実現することができた取り組み。
　農家さんが我が子のように大切に守り
育てた花良治みかんの果汁は、甘みと酸
味のバランスが絶妙で、すっきりとした
甘さのキャンディに仕上がっている。ぜ
ひ JAC の運航路線に搭乗された際には、
ご賞味いただきたい。

本キャンディをお土産用に箱詰めした
商品も販売開始している。詳しくは（有）
吉川商店☎ 0997-65-3211 まで。

ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食　

特
別
編

ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食　

特
別
編

　
　
　
　

～
黒
毛
和
牛
～

　
　
　
　

～
黒
毛
和
牛
～

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
、

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い

る
「
ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食
」。
そ
の
第
８

弾
と
し
て
２
月
26
日
に
給
食
で
提
供
さ

れ
た
の
は
島
出
身
の
黒
毛
和
牛
を
使
っ

た
牛
丼
。

　

当
日
、
喜
界
中
の
３
年
生
が
、
Ｊ
Ａ

あ
ま
み
喜
界
事
業
本
部
で
畜
産
を
担
当

し
、
実
家
も
畜
産
業
を
営
ん
で
い
る
思

将
太
さ
ん
か
ら
島
の
畜
産
業
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
①
７
～
９
カ
月
島
内
で
子
牛

を
育
て
、
県
本
土
の
畜
産
農
家
に
販
売

さ
れ
そ
の
後
「
鹿
児
島
黒
牛
」
と
な
る

こ
と
②
年
間
約
１
２
５
０
頭
（
８
億
円

ほ
ど
）
出
荷
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
は
教
室
へ
戻
り
給
食
の

準
備
へ
。
思
さ
ん
を
は
じ
め
、
隈
崎
町
長

と
久
保
教
育
長
、
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
の
鈴
木
統
括
研
究
員
も
加
わ
り
、

３
年
生
の
教
室
で
一
緒
に
給
食
を
囲
ん
だ
。

　

今
回
の
ジ
オ
パ
ク
パ
ク
給
食
の
目
的
は
、

島
の
子
ど
も
た
ち
が
島
生
ま
れ
の
黒
毛
和

牛
を
通
じ
て
島
の
恩
恵
を
学
ぶ
こ
と
。
ま

た
、
畜
産
業
の
現
状
が
厳
し
い
中
、
こ
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
島
の
畜
産
業
を
盛
り

あ
げ
る
狙
い
も
あ
る
。
今
後
も
島
の
児
童

生
徒
が
「
食
」
を
通
じ
て
学
ぶ
た
め
に
、

給
食
を
喜
界
町
教
育
委
員
会
、
防
災
食
育

セ
ン
タ
ー
、
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
な
ど
、
関
係
機
関
が
協
力
し
合
い
横

断
的
に
実
施
し
て
い
く
。

4



　

海
上
保
安
庁
で
は
、
小
・
中
学
生
の
子
ど

も
た
ち
に
海
洋
環
境
保
全
思
想
の
普
及
と
、

海
上
保
安
業
務
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、（
公
財
）
海
上
保
安
協
会

と
共
催
し
て
平
成
12
年
か
ら
毎
年
「
未
来
に

残
そ
う
青
い
海
・
海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
る
。
24
回
目
と
な
る

今
回
は
、
喜
界
小
６
年
の
輝
一い

っ
け
い慶

さ
ん
が
海

上
保
安
協
会
南
九
州
地
方
本
部
⾧
賞
、
同
じ

く
５
年
の
槇
亮
太
郎
さ
ん
が
奄
美
海
上
保
安

部
⾧
賞
を
受
賞
し
た
。

　

今
回
は
奄
美
群
島
全
体
で
総
数
２
８
４
点

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
第
十
管
区
海
上

保
安
本
部
入
賞
作
品
１
点
、
奄
美
海
上
保
安

部
・
古
仁
屋
海
上
保
安
署
入
賞
作
品
18
点
と

な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
奄
美
海
上
保
安
部
・

古
仁
屋
海
上
保
安
署
で
入
賞
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
１
月
27
日
、
奄
美
市
名
瀬
観
光
船
岸

壁
に
係
留
し
て
い
る
巡
視
船
あ
ま
ぎ
船
上
で

表
彰
式
が
実
施
さ
れ
た
。

第第第
2424
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・

回回
未未
来来
にに
残残
そそ
う
青
い
海海
・・

　

海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

海海
上上
保保
安安
庁庁
図図
画画
コ
ン
クク
ーー
ルル

輝
一
慶
さ
ん
（
喜
界
小
6
年
）

槇
亮
太
郎
さ
ん
（
喜
界
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
賞

し
ま
の
話
題

し
ま
の
話
題

輝さんの作品槇さんの作品

画
像
は
奄
美
海
上
保
安
部
提
供

　

ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
　

賛
美
ツ
ア
ー

in
喜
界
島
　

開
催

　

ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
賛
美
ツ
ア
ー
２
０
２
４

in
喜
界
島
が
２
月
24
日
と
25
日
開
催
さ
れ
た

（
喜
界
キ
リ
ス
ト
教
会
主
催
、
一
般
社
団
法

人
ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
共
催
）。

　

ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
の
方
々
は
、
喜
界
キ
リ

ス
ト
教
会
牧
師
の
羽
佐
田
弘
さ
ん
・
紀
子
さ

ん
夫
妻
と
交
流
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
数
回

来
島
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
。
今

回
は
、
羽
佐
田
牧
師
の
提
案
す
る
「
奄
美
復

帰
70
年
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

24
日
は
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、

『
ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
～
ソ
リ
ス
ト
た
ち
の
饗
宴
～
』
と
題
し

て
、
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
に
よ
る
「
私
の
お
気
に

入
り
（
映
画
〝
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
〝
挿
入
歌
）」
な
ど
が
演
奏
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
川
畑
さ
お
り
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
で
川

畑
さ
ん
の
「
故
郷
の
空
」
も
披
露
さ
れ
、
来

場
し
た
約
１
６
０
名
を
魅
了
し
た
。

　

翌
日
は
花
良
治
の
キ
リ
ス
ト
教
会
で
、

『
ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
賛
美
礼
拝
』『
ユ
ー
オ
ー

デ
ィ
ア
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
と

２
部
構
成
で
賛
美
歌
な
ど
披
露
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支

援
と
し
て
募
金
箱
が
置
か
れ
て
い
た
。

最
上
の
香
り
が

最
上上
の
香香
り
がが

　
　
　

会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た

　
　
　

会会
場
をを
包
みみ
込
みみ
ま
しし
た

ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
…

　
　
　
　
　
　
　

ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
最
上
の
香
り
」
5　Kikai Public Relations 2024.3



空港臨海公園でグラウンドゴルフをされるみなさまへ空港臨海公園でグラウンドゴルフをされるみなさまへ

～令和６年４月からの予約方法が変更となります～～令和６年４月からの予約方法が変更となります～

　従来、月初めにガーデンゴルフ場で当月分の予約を受付しておりますが、
予約のために早朝から並ぶ方がいたり、“帰省者も含め大人数でプレーしたい
が予約をとるのが困難”などといった状況を受け、令和６年４月から以下の
対応に変更することになりました。

　ガーデンゴルフ場の管理を受託する事業所、グラウンドゴルフ協会、そして

当該施設を管理する企画観光課の３者で話し合い、上記の対応が、予約をする

方とガーデンゴルフ場で受付を行う方、双方の負担軽減を図れるのではないか

との結論に至り、変更することになりました。

　ご理解、ご協力をお願いいたします。

問い合わせ先：役場企画観光課　☎ 65-3683
　　　　　　　ガーデンゴルフ場　☎ 65-1855

還暦や年祝い（73 歳）などの同窓会に併せて実施する場合還暦や年祝い（73 歳）などの同窓会に併せて実施する場合
※このケースは、前年から計画を立てることが必要※このケースは、前年から計画を立てることが必要（（前提）と考えます前提）と考えます

　・日程が決まりましたら２月末までに企画観光課へ連絡してください　・日程が決まりましたら２月末までに企画観光課へ連絡してください

　　（グラウンドゴルフ協会へも共有いたします）　　（グラウンドゴルフ協会へも共有いたします）

　・翌年度版の「しまごよみ」に掲載するなどして、予約を優先いたします　・翌年度版の「しまごよみ」に掲載するなどして、予約を優先いたします

　・電気を使用する場合は有料　・電気を使用する場合は有料

　・集落長寿会などはこれに該当しません　・集落長寿会などはこれに該当しません

その他の場合その他の場合
　・通常の予約については　・通常の予約については毎月第４水曜日の午後５時から毎月第４水曜日の午後５時から

　・電気を使用する場合は有料　・電気を使用する場合は有料

　・これまで同様に随時予約も受け付けております　・これまで同様に随時予約も受け付けております

50 名以上の団体の場合50 名以上の団体の場合
　・日程が決まりましたらガーデンゴルフ場で予約してください

　・電気を使用する場合は有料

6
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

女
性
の
健
康
週
間

女
性
の
健
康
週
間

　

３
月
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節

で
す
ね
。
変
化
が
起
き
や
す
く
不

調
が
表
れ
や
す
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
自
身
の
体
調
に
気

を
遣
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
毎
年

３
月
１
日
～
８
日
は
「
女
性
の
健

康
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
健
康
に
関
す
る
知
識
の
向

上
や
、
女
性
の
健
康
課
題
に
つ
い

て
、
社
会
的
な
関
心
と
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、月
経
前
症
候
群（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）

に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

月
経
前
の
３
～
10
日
の
間
に
続

く
イ
ラ
イ
ラ
や
気
分
の
落
ち
込
み
、

不
安
感
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
等
の

精
神
的
な
症
状
や
、
乳
房
の
張
り
・

痛
み
、
頭
痛
、
手
足
の
む
く
み
等

の
身
体
的
な
症
状
の
こ
と
で
、
月

経
が
始
ま
る
と
共
に
症
状
が
お
さ

ま
っ
た
り
、
な
く
な
っ
た
り
す
る

も
の
を
指
し
ま
す
。「
な
ん
だ
か

調
子
が
悪
い
な
」
と
思
っ
て
い
た

ら
月
経
が
き
て
、「
い
つ
も
の
症
状

だ
っ
た
の
か
」
と
後
か
ら
気
が
つ

く
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
あ
な
た

の
症
状
も「
気
の
せ
い
」で
は
な
く
、

月
経
前
症
候
群
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

月
経
前
症
候
群
の
対
処
法
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
自
分
の
リ
ズ
ム
を
知
っ
て
、
気

分
転
換
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
す
る

時
間
を
つ
く
る
。

●
自
分
が
心
地
良
い
と
思
え
る
セ

ル
フ
ケ
ア
を
探
し
て
み
る
。

●
乳
製
品
や
魚
介
類
、
大
豆
製
品

等
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
、

果
物
や
野
菜
等
に
含
ま
れ
る
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
を
積
極
的
に
摂
取

す
る
。
カ
フ
ェ
イ
ン
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
喫
煙
は
控
え
る
。

●
婦
人
科
を
受
診
し
、
お
薬
を
活

用
す
る
。

あ
な
た
も

あ
な
た
も

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
！

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
！

～
あ
な
た
の
声
か
け
で
救
わ
れ
る

～
あ
な
た
の
声
か
け
で
救
わ
れ
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
～

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
～

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
抱
え
て
い
て

も
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
に
く
い

人
も
い
ま
す
。
と
く
に
中
高
年
の

男
性
は
、
そ
の
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
す
。

・
解
決
方
法
が
み
つ
か
ら
な
い

・「
自
分
で
な
ん
と
か
し
な
い
と
」

と
思
う

・
疲
れ
た

・
眠
れ
な
い

・
食
欲
が
な
い

・
気
持
ち
が
落
ち
込
む

・
不
安
や
緊
張
が
つ
づ
く

　

解
決
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

を
複
数
抱
え
る
と
、
悩
み
が
連
鎖

し
追
い
込
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
口
数
が
減
っ
た

・
た
め
息
が
増
え
た

・
服
装
が
乱
れ
て
き
た

・
お
酒
の
量
が
増
え
て
い
そ
う

　

気
に
な
る
人
が
い
た
ら
、
ま
ず

は
「
最
近
ど
う
？
」「
眠
れ
て
る
？
」

「
食
欲
が
落
ち
て
な
い
？
」
な
ど
声

を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

「
何
も
な
い
。
大
丈
夫
。」
と
言

わ
れ
て
も
「
い
つ
も
と
違
う
か
ら
心

配
で
…
。」
と
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

気
持
ち
を
話
し
て
も
ら
え
た
ら
、

一
人
で
背
負
わ
ず
、
必
要
に
応
じ
て

相
談
機
関
な
ど
に
つ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
こ
こ
ろ

の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
見
守
り
、

必
要
な
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
人
の
こ
と
で
す
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
機
関
】

名
瀬
保
健
所

　

☎
57
‐
７
２
４
３

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
‐
２
１
８

‐
４
７
５
５

役
場
保
健
福
祉
課

　

☎
65-

３
５
２
２

月
経
前
症
候
群
と
は
？

月
経
前
症
候
群
と
は
？

SNS でも相談窓口を検索できます

まもろうよこころ

３
歳
児
歯
科
健
診
で

３
歳
児
歯
科
健
診
で

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
と
も
だ
ち

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
と
も
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す

を
紹
介
し
ま
す

池田　悠
は る ひ

陽くん小田　悠
ゆうげん

玄くん榮　華
か ほ

歩ちゃん田上　煌
こうすけ

裕くん南　斗
と お い

音彩くん

10
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県内では７年振りの受賞

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

文
部部
科科
学学
大大
臣臣
表表
彰彰
をを

　
　
　
　
　
　

受
賞
し
ま
し
た

　
　
　
　
　

受受
賞賞
しし
まま
し
た

　

本
町
教
育
委
員
会
が
こ
の
ほ
ど
、
令
和
５

年
度
第
16
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委
員

会
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
今
年
度
は
全
国
か
ら
８
団
体
の
教
育
委

員
会
が
受
賞
し
て
い
ま
す
が
、
鹿
児
島
県
内

の
教
育
委
員
会
と
し
て
は
７
年
ぶ
り
に
な
り

ま
す
。
受
賞
理
由
は
、「
喜
界
町
の
特
色
を

生
か
し
た
教
育
活
動
」「
児
童
生
徒
の
学
習

意
欲
向
上
を
目
指
す
独
自
の
取
り
組
み
」
の

２
点
で
、こ
れ
ら
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

喜
界
町
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
活
動
で

は
、「
ふ
る
さ
と
と
自
ら
の
未
来
を
切
り
開

く
こ
と
の
で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
」
を
研

究
主
題
と
し
て
、
令
和
３
・
４
年
度
の
２
年

間
、
小
・
中
学
校
で
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
白
ゴ
マ
生
産
を
は
じ
め
と
す

る
産
業
、
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
海
洋
環
境
な
ど

に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
を
通
し
て
郷
土
教
育
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
向
上
を
目

指
す
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
家
庭
学
習

の
習
慣
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
や
る
気
塾
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
や
る
気
塾
」
は
平

成
17
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
現
在
ま
で
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら

は
喜
界
高
校
の
生
徒
に
も
参
加
を
募
り
、
幅

広
い
年
齢
で
児
童
生
徒
の
学
び
合
い
と
交
流

の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
以
降
は
、
小
・
中
連
携
を
中

核
と
し
な
が
ら
関
係
機
関
と
更
な
る
連
携
を

図
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
島
外
と
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
て
情
報
発
信
・
交
流
す

る
こ
と
で
、
喜
界
島
の
特
徴
を
生
か
し
た
持

続
可
能
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開
す
る
見
通

し
で
す
。

　

な
お
、
表
彰
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
を

目
的
に
文
部
科
学
省
が
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
各
都
道
府
県
な
ど
か
ら
の
推
薦
に
よ
り

顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
団
体
が
受
賞
し

ま
す
。
授
賞
式
は
１
月
25
日
に
東
京
都
「
令

和
５
年
度
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
連
携
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
マ
唄
・
シ
マ
ゆ
み
た

シ
マ
唄
・
シ
マ
ゆ
み
た

    　　
　
　
　

発
表
会
開
催
！

　
　
　
　
　

発
表
会
開
催
！

　

２
月
10
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

に
お
い
て
令
和
５
年
度
シ
マ
唄
・
シ
マ
ゆ
み
た

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
シ

マ
唄
の
部
に
個
人
で
８
名
と
１
団
体
が
、
シ
マ

ゆ
み
た
の
部
に
早
町
小
学
校
４
年
生
、
喜
界

小
学
校
３
年
生
、
喜
界
中
学
校
１
年
生
、
喜

界
島
言
語
文
化
保
存
会
の
４
団
体
が
出
演
し
、

方
言
川
柳
の
部
に
は
11
作
品
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

シ
マ
唄
の
部

で
は
小
学
生

の
緊
張
感
の

中
に
も
懸
命

に
歌
う
姿
や
一

般
の
方
の
し
っ

と
り
と
し
た
歌

声
に
会
場
か

ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

団
体
の
発
表
時
に
は
曲
に
合
わ
せ
踊
り
だ
す

人
も
い
て
会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
マ
ゆ
み
た
の
部
で
は
、
各
学
校

で
年
間
通
し
て
学
習
し
て
き
た
、
シ
マ
ゆ
み

た
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
成
果
を
早
町
小
学

校
は
シ
マ
唄
「
朝
花
節
」
の
演
奏
を
通
し
て
、、

喜
界
中
学
校
は
喜
界
島
版
浦
島
太
郎
「
り
ゅ

う
ぐ
う
の
お
よ
め
さ
ん
」
と
い
う
劇
を
通
し

て
、
喜
界
小
学
校
は
一
日
の
生
活
の
一
場
面
を

い
く
つ
か
の
集
落
の
方
言
で
発
表
し
ま
し
た
。

観
客
か
ら
は
児
童
・
生
徒
の
一
生
懸
命
な
姿

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
喜

界
島
言
語
文
化
保
存
会
は
、
童
謡
「
桃
太
郎
」

を
し
ま
ゆ
み
た
で
歌
お
う
！
と
題
し
て
６
集

落
の
方
言
で
観
客
と
一
緒
に
な
っ
て
合
唱
し
、

会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

安田民謡教室の発表安田民謡教室の発表

喜界小の発表喜界小の発表
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水道配管工事に伴う町道の通行止めについて水道配管工事に伴う町道の通行止めについて

町道「湾～上嘉鉄線」町道「湾～上嘉鉄線」

役場まちづくり課では、新たな水源から南部浄水場までの配管工事を実施する予定です。

・水道用配管の埋設工事に伴い、町道「湾～上嘉鉄線」の一部区間を「全面通行止め」とさせていただきます。
・ 工事期間は、令和６年３月～同９月までを予定しておりますが、具体的な通行止めの期間は、工事看板等で

お知らせいたします。
・その他ご不明な点などがございましたら、役場まちづくり課へ連絡お願いいたします。
・工事に伴い、ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

問い合わせ先：役場まちづくり課　☎ 0997-65-3691
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町からのおしらせ
Information from town 

保健福祉課からのおしらせ
「各種手当」について

●児童扶養手当

　児童扶養手当とは、死別や離婚などでひとり親と

なった世帯を対象に生活の安定と自立の促進に寄与

し、子どもの福祉の増進を図ることを目的として支給

される手当です。対象児童の人数や所得、扶養人数等

により、金額が決められます（所得制限あり）。

※ ただし、婚姻していなくても事実婚状態である場合

は対象外です。

※ 父母に代わり児童を養育している方にも支給される

場合があります。

※ 対象児童は、18 歳に達する日以後の最初の３月

31 日までの間にある児童になります。

※月額：10,740 円～ 45,500 円（令和６年４月）

　子どもが複数いる場合は上記の金額に加算されます。

　　・第２子…5,380 円～ 10,750 円

　　・第３子以降… 3,230 円～ 6,450 円

●ひとり親医療費助成制度

　ひとり親医療費助成制度は、死別や離婚などでひと

り親となった世帯の医療費を助成する制度です（所

得制限あり）。※原則、児童扶養手当・ひとり親医療

費助成ともに児童が 18 歳になって迎える最初の３月

31 日まで（高校卒業に相当する年齢まで）。

※ ただし、婚姻していなくても事実婚状態である場合

は対象外です。

●特別児童扶養手当

　特別児童扶養手当は、20 歳未満で心身に障がいの

ある児童を扶養するために、父親もしくは母親、養育

者に支給される手当です（障がいの程度により金額を

決定、所得制限あり）。

月額：１級 53,700円　２級 35,760円（令和５年４月～）

●児童手当

　児童手当は、子どもの健やかな成長を目的として支

給される手当です。出生、転入・転出などがあったと

きは、必ず保健福祉課へ届出をしていただくようお願

いします（※町民税務課での手続きだけでは支給され

ません）。原則、申請手続きした翌月分から支給です（公

務員は職場へ申請）。

　手当月額

　　・３歳未満…15,000 円（一律）

　　・３歳～小学卒業まで…10,000 円

　　・〃（高校生から数えて３子目以降）…15,000 円

　　・中学生…10,000 円（一律）

　　・所得超過の場合は一律 5,000 円（特例給付）

※ 所得額が特例給付所得上限額を超えている場合は、

特例給付の支給はなし。

●こども医療費助成金

　18 歳に達する日以降最初の３月 31 日までにある

子ども（高校卒業まで）の保険診療による医療費の全

額を助成するものです（高校へ進学していなくても対

象とします。高額療養費等は差し引きます）。

　非課税世帯は「こども医療給付制度（医療機関等で

の窓口負担なし）」を利用できます。ご希望の方は保

健福祉課にお問い合わせください。

◇助成対象の子ども

　町内に住所がある子ども及び就学等で町外に住所が

ある子ども（保護者の住所は町内）。

※ただし、以下の場合は対象外です。

　①生活保護世帯の子ども

　② 重度心身障害者医療費助成制度の対象者（市町村

民税非課税世帯の子どもを除く）

　③ ひとり親家庭医療費助成制度の対象者（市町村民

税非課税世帯の子どもを除く）

　④婚姻している子ども

◇助成を受けるには

　助成を受けるためには、登録申請をする必要があり

ます。保健福祉課へ以下のものを持参し申請を行って

ください。

①印鑑（認印）②対象の子どもの保険証

③振込希望の通帳（保護者の通帳）

◇助成の流れ

　登録申請後、黄色の受給資格者証を交付いたします。

県内の医療機関や薬局等を受診される際に保険証と併

せて受給資格者証を提示しますと、お支払いした保険

内医療費を指定の口座へお振込いたします。振込は最

短でも診療月の２ヶ月後以降となります。

　なお、県外の病院等を受診された場合や受給者証を

提示し忘れた場合は、診療月を含めて 13 ヶ月以内に、

領収書と印鑑を持って保健福祉課窓口に申請してくだ

さい。

後半へつづく
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町からのおしらせ
　　～つづき

Information from town 

●寡婦家庭医療費助成金

　寡婦家庭医療費助成金とは、死別や離婚などでひと

り親となり、児童（18 歳未満）を養育していた方の

医療費を助成するものです。対象は、以下の４つ全て

満たす方です。

　①住民税が非課税

　②被扶養者でない者

　③ 70 歳未満

　④他の医療費助成の対象者でない

【助成額】外来：月に 10,000 円を超えた額

入院：月に 25,000 円を超えた額

　　　　　（入院と外来両方ある場合も同様です）

【問い合わせ先】保健福祉課　☎ 0997-65-3685

保健福祉課からのおしらせ
「国民年金保険料学生納付特例の継続申

請手続き」について

● 学生納付特例制度により、令和５年度の国民年金保

険料を納付猶予されている方へ

　４月初めに、日本年金機構からハガキ形式の学生納

付特例申請書が本人宛てに送付されます。引き続き同

一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事

項を記入してポストに投函することで、令和６年度の

申請ができます。（この場合、在学証明書または学生

証コピーの添付は不要）

※ 在学している学校に変更がある方は、在学証明書原

本または学生証コピーをご準備のうえ、住所地のあ

る年金窓口で新規申請をしてください。

※ 学生納付特例制度を利用せず保険料納付を希望する

際は下記までご連絡ください。

●問い合わせ先

　保健福祉課国民年金担当　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所　　　☎ 0997-52-4341

16
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喜界町地域おこし協力隊活動報告喜界町地域おこし協力隊活動報告

隊員名：市
いちかわ

川　萌
も え

笑

勤務地：喜界町役場企画観光課

業　務：サンゴ留学の広報、留学生の生活面サポート、

　　　　高校やサンゴ研究所との連携

最近嬉しかったこと：はたちの集いに参加できたこと

令和５年度の活動ダイジェスト(12月～２月)令和５年度の活動ダイジェスト(12月～２月)

【サンゴ留学生（みゆうさん）からの声】
　振り返れば、島親制度ができると知ったとき、声

を出して喜んだのを思い出します。前川家は、私のこ

とを家族として迎え入れているとはなしてくれている

のに、最初は緊張したりして中々期待に応えられなく

て、悔しい思いをしました。でも、それも成長できる

１つの経験だったと思います。今では毎回会うたび

に、楽しいこと・新しい沢山の経験をさせてくれて、

私のお母さんお父さん、そして弟です。私を家族とし

て受け入れてくれる素敵な家族に出逢えて幸せです！

【みゆうさんの島親（前川さん）からの声】
　島親の募集を見た瞬間に「やりたい！」と心が弾ん

だこと今でも鮮明に覚えています。優しいお姉さんが

出来て息子たちも大興奮。一緒にお出かけをしたり、

誕生日会や食事会をしたり、学校の帰りに会いに来て

くれたり、会うたびに絆が深まってることを感じ、嬉

しい限りです。彼女の成長や経験、楽しみを少しでも

サポートできたらいいなと思っています。かわいい娘

ができて夫も私もとても嬉しく、会うたびに幸せな気

持ちになります。素敵な出逢いに感謝しています。

サンゴ留学の「島親制度」をはじめました！サンゴ留学の「島親制度」をはじめました！
　島親とは、親元を離れて寮で暮らすサンゴ留学生を応援する島在住の方のことです。島親制度の目

的としては、喜界島に来て間もないサンゴ留学生が、喜界島のことを知り「○○してみたい」「喜界島

の○○が好き」のきっかけ作りのためです。１人のサンゴ留学生につき１組又は１人の島親に１年間担

当制でついていただきます。（島親の負担軽減のため、期間は１年間ですが、サンゴ留学生が２、３

年生になった以降も交流していただいてもちろん大丈夫です）私自身移住して２年になりますが、喜

界島には本当に素敵な「ひと・もの・こと」で溢れていると感じています。サンゴ留学生の皆さんには、

島親との島の暮らしを通した交流やきっかけを通じて、そんな沢山の喜界島の人・もの・ことに触れら

れる３年間を過ごしてほしいと願っています。島親に興味を持ってくださった方は、役場企画観光課

（☎0997-65-3682）市川までお電話ください。※里親とは異なります。留学生の住まいは寮です。
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喜
界
島
み
ら
い
会
議

喜喜
界界
島島
みみ
らら
いい
会会
議議議

　

私
た
ち
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
は
、
喜
界
島
の

ガ
イ
ド
連
絡
協
議
会
に
所
属
す
る
認
定
ガ
イ

ド
と
し
て
、
島
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
な

ど
、
地
域
固
有
の
魅
力
を
観
光
客
に
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
価
値
や
大
切
さ
が
理
解
さ

れ
、
保
全
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
協
議
会
に
所
属
し
て
い
る
ガ
イ
ド

は
７
名
で
、
海
で
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
サ
ッ
プ
体
験
、
陸
で

は
サ
ン
ゴ
の
島
の
自
然
と
人
の
営
み
を
徒
歩

や
車
両
、
Ｅ-

バ
イ
ク
（
電
動
付
き
自
転
車
）

で
案
内
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
同
じ
く
島

の
情
報
発
信
や
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
観
光

物
産
協
会
や
旅
行
代
理
店
、
島
の
特
産
品
関

係
者
、
行
政
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
「
喜

界
島
愛
の
伝
道
師
」と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
の
支
援
の
も
と
ガ
イ
ド
育
成

を
目
的
と
し
た
初
期
段
階
育
成
研
修
を
実
施

し
て
お
り
、
近
い
将
来
ガ
イ
ド
と
し
て
仲
間
入

り
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
を
絶
賛
募
集
中

で
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
年
配
の
皆
様
ま
で

多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
よ
う
な
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
団

体
は
、
奄
美
の
各
島
々
で
組
織
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
豊
か
な
地
域
の
す
ば
ら
し

さ
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
奄
美

群
島
の
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、
島
々
の
個
性
の
違
い

が
大
き
な
魅
力
で
、
そ
の
こ
と
は
奄
美
群
島

の
外
か
ら
来
島
さ
れ
る
お
客
様
だ
け
で
な
く
、

群
島
内
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
新
し

い
出
会
い
と
発
見
の
旅
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
身
近
な
旅
と
し
て
気
に
留
め
て
い
た
だ

け
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

私
た
ち
喜
界
島
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
喜
界
島
（
シ
マ
）
の
大

切
な
も
の
を
見
つ
け
、
そ
の
価
値
を
守
り
な
が

ら
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

※
み
ら
い

会
議
は
、
喜

界
島
で
活
動

す
る
団
体
の

方
々
が
お
互

い
を
知
り
、

喜
界
島
の
未

来
を
考
え
る

会
議
で
す
。

喜
界
島
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
連
絡
協
議
会

会
長
　

外
内 

淳
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月
刊
ジ
オ
パ
ー
ク　

令
和
６
年
３
月
号

　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

喜
界
島
で
の
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

喜
界
島
で
の
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

　

喜
界
島
は
、
世
界
で
２
番
目
に
速
い
隆
起

速
度
を
誇
り
、
勇
壮
な
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
段
丘

が
発
達
す
る
島
で
す
。
し
か
し
！
島
の
多
く

の
方
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
島
が
世
界
的

に
も
た
い
へ
ん
珍
し
い
島
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
貴
重
さ
に
気
付
い
て
い
る
方
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
！
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
（
構

想
）
を
推
進
す
る
立
場
と
し
て
は
、
こ
の
状
況

を
何
と
か
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
！
そ
の
た

め
に
は
、
島
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々
に
、
島

の
貴
重
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
！

　

町
で
は
、
数
年
前
か
ら
島
の
成
立
ち
と
自

然
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
公
民
館
講
座
に
お

い
て
様
々
な
「
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
」
に
取
り
組

み
ん
で
き
ま
し
た
。こ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
は
、

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
地
域
や
ジ
オ
パ
ー

ク
を
目
指
す
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
、
全
世

代
に
向
け
た
教
育
・
学
習
活
動
で
す
。
そ
し
て
、

町
で
は
今
年
度
（
令
和
５
年
度
）
よ
り
、
喜

界
島
の
小
中
学
校
に
お
い
て
も
ジ
オ
パ
ー
ク
学

習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
事
務
局
の
鈴
木
倫
太
郎
統
括
研
究
員

で
す
。
喜
界
小
学
校
と
早
町
小
学
校
で
は
、

３
年
生
以
上
の
各
学
年
で
理
科
や
社
会
で
習

う
学
習
内
容
に
沿
う
島
の
事
象
を
中
心
に
授

業
が
進
み
ま
し
た
。
３
年
生
で
は
海
の
サ
ン
ゴ

に
つ
い
て
、４
年
生
で
は
地
図
で
見
る
喜
界
島
、

５
年
生
で
は
サ
ン
ゴ
礁
と
島
の
土
に
つ
い
て
、

６
年
生
で
は
島
の
成
立
ち
と
地
層
に
関
す
る

お
話
を
、
動
画
や
ク
イ
ズ
を
交
え
て
楽
し
く

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。中
学
校
の
授
業
で
は
、

鈴
木
先
生
か
ら
こ
ん
な
質
問
が
。「
世
界
に
あ

る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
数
は
？
」
正
解
は
６

か
所
で
す
。
そ
し
て
、「
実
は
喜
界
島
は
、
完

新
世
（
約
１
万
１
７
０
０
年
前
か
ら
現
在
ま

で
の
期
間
）
と
い
う
時
代
以
降
の
明
瞭
な
隆
起

サ
ン
ゴ
礁
段
丘
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
世

界
的
に
見
て
も
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ヒ
ュ

オ
ン
半
島
、
カ
リ
ブ
海
の
バ
ル
バ
ド
ス
島
と
こ

の
喜
界
島
の
３
か
所
に
限
ら
れ
ま
す
。
と
い
う

こ
と
は
、皆
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
喜
界
島
は
、

世
界
中
で
数
的
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
も

少
な
い
珍
し
い
場
所
な
の
で
す
よ
！
」
と
教
え

て
も
ら
う
と
、
生
徒
た
ち
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
徒
た
ち
は
喜
界
島
が

世
界
的
に
も
珍
し
い
ん
だ
！
と
い
う
事
を
知
る

と
、
授
業
で
紹
介
さ
れ
る
島
の
成
立
ち
や
自

然
に
関
す
る
事
を
、
と
て
も
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
ジ
オ
パ
ー

ク
は
そ
の
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
自
然
・
文
化
遺

産
と
関
連
し
た
地
質
遺
産
を
活
用
す
る
取
り

組
み
で
す
。
喜
界
島
に
は
多
く
の
大
地
の
恩

恵
が
あ
り
、
授
業
で
は
生
徒
た
ち
と
そ
の
活

用
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
島
の
将
来
を
担
う
中
学
３
年
生
の
皆
さ
ん

に
は
、「
喜
界
島
で
ど
ん
な
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目

指
し
ま
す
か
？
」
と
い
う
お
題
で
喜
界
島
の
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
生
徒
た
ち

か
ら
は
様
々
な
意
見
が
飛
び
だ
し
ま
し
た
。
ジ

オ
パ
ー
ク
を
通
じ
た
喜
界
島
の
未
来
は
、
ど
う

や
ら
明
る
い
よ
う
で
す
。

　

喜
界
の
小
中
学
校
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー
ク

学
習
は
、
教
育
委
員
会
と
学
校
の
先
生
方
と

も
協
力
し
、
令
和
６
年
度
以
降
も
発
展
的
に

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
私
た
ち
は
ジ

オ
パ
ー
ク
学
習
を
通
じ
、
島
の
子
ど
も
た
ち

が
島
の
独
自
性
を
と
大
地
の
恩
恵
を
理
解
し
、

そ
れ
を
誇
り
に
島
の
将
来
を
担
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

喜界小喜界小早町小早町小
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サンゴ通信
№５８№５８

サ
ン
ゴ
の
日

～
サ
ン
ゴ
と
ア
ー
ト
の
お
ま
つ
り
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
！

　

３
月
２
日
・
３
日
、
サ
ン
ゴ
研
で
は
『
サ
ン
ゴ
の

　

３
月
２
日
・
３
日
、
サ
ン
ゴ
研
で
は
『
サ
ン
ゴ
の

日
サ
ン
ゴ
と
ア
ー
ト
の
お
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
し

日
サ
ン
ゴ
と
ア
ー
ト
の
お
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
サ
ン
ゴ
・
わ
た
し
・
未
来
」。

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
サ
ン
ゴ
・
わ
た
し
・
未
来
」。

２
日
間
で
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
間
で
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
各
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

今
回
は
各
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

最
初
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
喜
界
島
で
は
今
回

　

最
初
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
喜
界
島
で
は
今
回

で
３
回
目
と
な
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
今
回
は
星

で
３
回
目
と
な
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
今
回
は
星

空
を
通
し
て
喜
界
島
の
過
去
や
未
来
へ
タ
イ
ム
ト

空
を
通
し
て
喜
界
島
の
過
去
や
未
来
へ
タ
イ
ム
ト

ラ
ベ
ル
す
る
「
時
空
を
超
え
る
旅
へ
」
を
旧
荒
木

ラ
ベ
ル
す
る
「
時
空
を
超
え
る
旅
へ
」
を
旧
荒
木

小
学
校
で
上
映
し
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま

小
学
校
で
上
映
し
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
島
の
皆
さ
ん
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
ま
し

で
島
の
皆
さ
ん
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
未
来
の
喜
界
島
を
プ

た
。
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
未
来
の
喜
界
島
を
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
投
影
し
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
投
影
し
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や

個
性
が
詰
ま
っ
た
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
会

個
性
が
詰
ま
っ
た
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
会

場
で
は
作
曲
家
の
藤
枝
守
先
生
に
よ
っ
て
生
ま
れ

場
で
は
作
曲
家
の
藤
枝
守
先
生
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
Ａ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

た
Ａ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ--

Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ

Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
「
珊
瑚

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
「
珊
瑚

文
様
」
の
上
映
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
枝
先
生
は

文
様
」
の
上
映
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
枝
先
生
は

昨
年
の
サ
ン
ゴ
ま
つ
り
の
際
に
初
め
て
喜
界
島
を

昨
年
の
サ
ン
ゴ
ま
つ
り
の
際
に
初
め
て
喜
界
島
を

訪
れ
、サ
ン
ゴ
礁
か
ら
の
発
想
を
元
に
「
珊
瑚
文
様
」

訪
れ
、サ
ン
ゴ
礁
か
ら
の
発
想
を
元
に
「
珊
瑚
文
様
」

の
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
作
品
に
は
サ
ン
ゴ
の
化

の
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
作
品
に
は
サ
ン
ゴ
の
化

石
を
水
に
沈
め
た
と
き
の
気
泡
の
音
や
喜
界
島
の

石
を
水
に
沈
め
た
と
き
の
気
泡
の
音
や
喜
界
島
の

海
中
映
像
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
喜
界
島
の

海
中
映
像
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
喜
界
島
の

サ
ン
ゴ
の
声
が
奏
で
る
音
と
共
に
海
中
の
世
界
へ
と

サ
ン
ゴ
の
声
が
奏
で
る
音
と
共
に
海
中
の
世
界
へ
と

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
役
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
健
康
長
寿
セ

　

ま
た
役
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
健
康
長
寿
セ

ン
タ
ー
の
安
西
耕
氏
と
杏
林
大
学
の
学
生
に
よ
る

ン
タ
ー
の
安
西
耕
氏
と
杏
林
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
骨
密
度
・
栄
養
調
査
報
告
会
」
が
行
わ
れ
、
こ
れ

「
骨
密
度
・
栄
養
調
査
報
告
会
」
が
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
骨
密
度
調
査
の
結
果
を
共
有
し

ま
で
行
っ
て
き
た
骨
密
度
調
査
の
結
果
を
共
有
し

ま
し
た
。
そ
し
て
報
告
会
の
後
は〝
げ
ん
き
ま
つ
り
〝

ま
し
た
。
そ
し
て
報
告
会
の
後
は〝
げ
ん
き
ま
つ
り
〝

の
一
環
と
し
て
骨
密
度
測
定
も
実
施
し
ま
し
た
。

の
一
環
と
し
て
骨
密
度
測
定
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
研
修
室
で
は
建
築
家
集
団
ガ
ラ
ー
ジ
ュ

　

さ
ら
に
研
修
室
で
は
建
築
家
集
団
ガ
ラ
ー
ジ
ュ

の
建
築
家
３
名
と
全
国
の
建
築
分
野
の
学
生
に
よ

の
建
築
家
３
名
と
全
国
の
建
築
分
野
の
学
生
に
よ

る
「
喜
界
島
建
築
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
報
告
」

る
「
喜
界
島
建
築
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
報
告
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
８
月
と
今
年
の
２
月

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
８
月
と
今
年
の
２
月

末
か
ら
３
月
３
日
ま
で
調
査
し
た
結
果
が
報
告
さ

末
か
ら
３
月
３
日
ま
で
調
査
し
た
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
喜
界
島
の
皆
さ
ん
に
ア
ル
バ
ム
を
見
せ

れ
ま
し
た
。
喜
界
島
の
皆
さ
ん
に
ア
ル
バ
ム
を
見
せ

て
頂
き
な
が
ら
暮
ら
し
の
風
景
に
つ
い
て
調
査
し
た

て
頂
き
な
が
ら
暮
ら
し
の
風
景
に
つ
い
て
調
査
し
た

成
果
を
１
枚
の
紙
に
ま
と
め
た
り
、
喜
界
島
の
民

成
果
を
１
枚
の
紙
に
ま
と
め
た
り
、
喜
界
島
の
民

家
の
実
測
を
元
に
建
築
工
法
や
そ
の
使
わ
れ
方
を

家
の
実
測
を
元
に
建
築
工
法
や
そ
の
使
わ
れ
方
を

調
査
し
た
結
果
を
展
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
家
や

調
査
し
た
結
果
を
展
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
家
や

石
垣
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
な
ど
の
模
型
の
公
開
制
作
を
行

石
垣
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
な
ど
の
模
型
の
公
開
制
作
を
行

い
、
制
作
し
た
模
型
を
配
置
し
て
敷
地
の
使
い
方

い
、
制
作
し
た
模
型
を
配
置
し
て
敷
地
の
使
い
方

を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
夕
方
か
ら
は
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
「
サ
ン

　

そ
し
て
夕
方
か
ら
は
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
「
サ
ン

ゴ
ま
つ
り
」
！
ハ
ー
プ
奏
者
の
彩
愛
玲
さ
ん
ら
に

ゴ
ま
つ
り
」
！
ハ
ー
プ
奏
者
の
彩
愛
玲
さ
ん
ら
に

よ
る
サ
ン
ゴ
礁
へ
の
ハ
ー
プ
演
奏
の
奉
納
か
ら
始
ま

よ
る
サ
ン
ゴ
礁
へ
の
ハ
ー
プ
演
奏
の
奉
納
か
ら
始
ま

り
、
喜
界
島
民
謡
研
究
会
の
菅
沼
節
枝
さ
ん
が
島

り
、
喜
界
島
民
謡
研
究
会
の
菅
沼
節
枝
さ
ん
が
島

唄
を
披
露
し
た
り
、
湾
、
小
野
津
、
白
水
・
早
町
、

唄
を
披
露
し
た
り
、
湾
、
小
野
津
、
白
水
・
早
町
、

上
嘉
鉄
集
落
の
八
月
踊
り
を
円
に
な
っ
て
踊
っ
た
り

上
嘉
鉄
集
落
の
八
月
踊
り
を
円
に
な
っ
て
踊
っ
た
り

し
ま
し
た
。
八
月
踊
り
で
は
喜
界
町
議
会
議
員
の

し
ま
し
た
。
八
月
踊
り
で
は
喜
界
町
議
会
議
員
の

生
島
常
範
さ
ん
に
各
集
落
の
踊
り
に
つ
い
て
解
説

生
島
常
範
さ
ん
に
各
集
落
の
踊
り
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
赤
松
あ

た
。
そ
の
後
赤
松
あ

や
の
さ
ん
の
明
る
い
進

や
の
さ
ん
の
明
る
い
進

行
に
沿
っ
て
、
東
郷
さ

行
に
沿
っ
て
、
東
郷
さ

や
か
さ
ん
に
よ
る
島

や
か
さ
ん
に
よ
る
島

唄
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
土

唄
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
土

岐
宏
大
さ
ん
に
よ
る

岐
宏
大
さ
ん
に
よ
る

新
曲
の
披
露
が
行
わ

新
曲
の
披
露
が
行
わ

れ
、
最
後
は
皆
で
六

れ
、
最
後
は
皆
で
六

調
を
踊
っ
て
楽
し
み
ま

調
を
踊
っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

し
た
。

　

３
日
は
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
で
イ
ベ
ン
ト
が
盛

　

３
日
は
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
で
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
！
彩
愛
玲
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
プ
の
演

り
だ
く
さ
ん
！
彩
愛
玲
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
プ
の
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
演
奏
を
聴

奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
演
奏
を
聴

き
に
集
ま
り
、
静
か
な
会
場
に
響
く
ハ
ー
プ
の
綺

き
に
集
ま
り
、
静
か
な
会
場
に
響
く
ハ
ー
プ
の
綺

麗
な
音
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
演
奏
の
合
間
に

麗
な
音
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
演
奏
の
合
間
に

ハ
ー
プ
に
つ
い
て
解
説
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ハ
ー
プ
に
つ
い
て
解
説
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

演
奏
会
の
終
盤
に
は
な
ん
と
喜
界
島
に
眠
っ
て
い
た

演
奏
会
の
終
盤
に
は
な
ん
と
喜
界
島
に
眠
っ
て
い
た

ハ
ー
プ
が
登
場
！
喜
界
島
の
ハ
ー
プ
が
作
り
出
す

ハ
ー
プ
が
登
場
！
喜
界
島
の
ハ
ー
プ
が
作
り
出
す

素
敵
な
音
色
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

素
敵
な
音
色
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ハ
ー
プ
の
演
奏
後
は
離
島
留
学
制
度
「
サ
ン
ゴ

　

ハ
ー
プ
の
演
奏
後
は
離
島
留
学
制
度
「
サ
ン
ゴ

留
学
」
の
高
校
生
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
喜
界

留
学
」
の
高
校
生
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
喜
界

島
で
測
定
し
た
水
質
分
析
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

島
で
測
定
し
た
水
質
分
析
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
喜
界
島
の
皆
で
喜
界
島
の
未
来

　

そ
し
て
最
後
は
喜
界
島
の
皆
で
喜
界
島
の
未
来

に
つ
い
て
考
え
る
「
喜
界
島
み
ら
い
会
議
」
を
開

に
つ
い
て
考
え
る
「
喜
界
島
み
ら
い
会
議
」
を
開

催
。「
人
口
減
少
と
島
の
産
業
」
や
「
島
の
未
来
に

催
。「
人
口
減
少
と
島
の
産
業
」
や
「
島
の
未
来
に

残
し
た
い
も
の
」
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し
た
。
多
く

残
し
た
い
も
の
」
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
や
積
極
的
に
意

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
や
積
極
的
に
意

見
を
交
換
し
合
う
様
子
か
ら
、
皆
さ
ん
の
喜
界
島

見
を
交
換
し
合
う
様
子
か
ら
、
皆
さ
ん
の
喜
界
島

に
対
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

に
対
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
強
風
で
寒
い
時
間
も
あ
り

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
強
風
で
寒
い
時
間
も
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
開
催

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、
隆
起
し
た
サ
ン
ゴ
礁
の
上
で
生
活
す
る
島

じ
て
、
隆
起
し
た
サ
ン
ゴ
礁
の
上
で
生
活
す
る
島

の
方
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
過
去
、
現
在
、
そ
し

の
方
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
過
去
、
現
在
、
そ
し

て
未
来
へ
と
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

て
未
来
へ
と
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
島
の
各
地
域
の
方
々
が
交
流
で
き
る
場
を
生

ま
た
島
の
各
地
域
の
方
々
が
交
流
で
き
る
場
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
も

み
出
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
も

ま
た
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
準
備

ま
た
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
準
備

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
・
ご
協
力
し

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
・
ご
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
お
楽
し
み
に
！

た
。
来
年
も
お
楽
し
み
に
！
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有料広告

アリモドキゾウムシ根絶のために

23　Kikai Public Relations 2024.3



24



有料広告

・ シルバー人材センターは高年齢者が働くことを通じて生きがいを得る
と共に、地域社会の活性化に貢献する組織です。

・ 60歳以上の健康で働く意欲のある方のご入会をお待ちしております。
・草払機（ビーバー）を使用できる方・墓参りできる方大歓迎

仕事の発注にあたって

・ 公共的、公益的な団体ですので、安心して仕事をお任せいただけます。また、収
益を目的にしていませんので一般的に割安でお引き受けできます。

・ 高齢者の就業ですので、危険・有害な作業を必要とする仕事、損害賠償が多額と
なることが見込まれる仕事は、お引き受けしておりません。

・草刈り、木の伐採、お墓参り、簡単な大工仕事、不用品の処分、その他…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一度ご相談ください。

業務内容：事務（経理事務経験者優遇）

応募資格：高卒以上、Excel の表計算ができる、要普通免許

休日／休暇：土日祝祭日、有給休暇、夏季、お盆・ウヤンコー（シバサシー）、年末年始、慶弔

勤務日数：月 15 日

勤務時間：８：30 ～ 17：00

保　　険：雇用保険

履歴書（写真貼付）をご持参または郵送ください。書類選考の上、面接日は後日連絡いたします。

職　員　募　集

喜界町湾 384 番地１

一般社団法人喜界町シルバー人材センター

☎ 0997-55-3663　担当：川畑

問い合わせ先
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発表会 （２/14）発表会 （２/14）
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氏　
　

名　

   

（
年
齢
・
住
所
）

加
川
　

賢
二

向
井
　

洋
子

大
塚
　

菅
子

折
田
　

洋
子

清
水
　

綾

喜
村
　

ユ
キ
ヱ

清
水
　

龍
一

嶺
倉
　

シ
ヅ
エ

豊
島
　

重
光

秋
山
　

眞
一

前
島
　

貫
子

山
倉
　

ヨ
シ

（
92
才
・
赤
連
）

（
87
才
・
湾
）

（
89
才
・
塩
道
）

（
86
才
・
赤
連
）

（
91
才
・
手
久
津
久
）

（
94
才
・
湾
）

（
62
才
・
白
水
）

（
98
才
・
滝
川
）

（
79
才
・
滝
川
）

（
82
才
・
大
朝
戸
）

（
89
才
・
赤
連
）

（
89
才
・
中
里
）

（
敬
称
略
）

   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で

も
、
島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚

姻
届
・
出
生
届
・
死
亡
届
）
を

さ
れ
た
方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
町
民
税
務
課
戸
籍

係
（
☎
65
ー
３
６
８
７
）
へ
直

接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

<

萌
葉
会>

こ
の
体
脳
の
動
き
に
追
い
つ
か
ず
ス
タ
ッ
フ
の
助
け
に
し
ど
ろ
も
ど
ろ
す

越
冬
の
つ
ば
め
列
な
す
電
線
を
い
っ
せ
い
に
発
ち
ゆ
く
何
処
へ
行
か
む

亡つ

ま夫
の
姿
娘
の
胸
に
永
遠
に
あ
り
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
今
年
も
届
く

如
月
の
四
温
の
雨
に
逝
き
し
人　

九
十
二
歳
の
「
ル
ン
バ
」
の
背
顕
つ

桃
色
の
顔
に
も
似
た
る
山
茶
花
が
ア
ー
ト
の
よ
う
に
視
野
へ
広
が
る

一
生
は
計
り
が
た
し
も
七
分
咲
き
の
亡
夫
の
桜
に
底
力
知
る

ま
っ
青
の
二
月
の
海
を
借
景
に
立
ち
上
ぐ
る
百
合
に
季
節
が
動
く

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

永
瀬　

す
が
乃

喜界町の住民基本台帳人口
（令和６年３月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,667 戸（▲ 6）

人 口  ・・・・ 6,399 人（▲ 8）

男   ・・・・ 3,154 人（▲ 3）

女   ・・・・ 3,245 人（▲ 5）

（　）は前月比、▲はマイナス

納付をお忘れなく！（３月）
【税】国民健康保険税・介護保険料・後

期高齢者保険料各６期

【使用料】 ３月分上下水道使用料・公営

住宅使用料・保育料　税及び使用料の納

付は４/１まで

＊口座振替をされている方は、残高の確認
をお忘れなく！

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

　

氏　
　

名　

    

住
所

松
本
　

昭
一

酒
井
　

正
子

向
井
　

忠
道

折
田
　

伸
人

清
水
　

直
仁

喜
村
　

祐
男

大
塚
　

忠
也

嶺
倉
　

克
己

清
水
　

マ
リ
ア

秋
山
　

正

豊
島
　

美
津
子

湾
（
大
阪
府
在
住
）

赤
連

湾赤
連

手
久
津
久（
福
岡
県
在
住
）

湾塩
道

滝
川

白
水

大
朝
戸

滝
川

榮
　

桔き
っ
か花

父
・
鉄
兵

母
・
美
里

上
東

松
山
　

侑ゆ
う
み未
父
・
史
知

母
・
美
里

中
里

榮
　

柊と
う
の
す
け

之
亮
母
・
智
奈
美
上
西

福
村  

力
俊

池
本  

綾
子

早
瀬  

照
子

田
場  

剛

濵
川  

利
夫

石
坂  

伸
也

福
岡
県
宗
像
市

兵
庫
県
姫
路
市

愛
知
県
名
古
屋
市

千
葉
県
四
街
道
市

兵
庫
県
尼
崎
市

東
京
都
府
中
市

ふるさと納税ふるさと納税
　　　　　　　　（敬称略）

R6.1.16 ～ 2.15 申込分

・寄付者合計　  346 名

・広報掲載希望　  16 名

当月合計： 4,543,500 円

今年度累計：153,437,000 円

渡
辺  

太
郎

萩
原  

賢
一

石
川  

清
志

奥
田  

和
仁

笹
野  

芳
秀

谷
本  

隆
行

田
中  

靖
章

森
田  
和
義

岩
井  

彰
彦

吉
野
　

治
子

静
岡
県
浜
松
市

福
島
県
福
島
市

千
葉
県
千
葉
市

兵
庫
県
神
戸
市

愛
知
県
豊
川
市

大
阪
府
大
阪
市

熊
本
県
熊
本
市

東
京
都
府
中
市

三
重
県
桑
名
市

東
京
都
江
戸
川
区

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　

ご
ざ
い
ま
す
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。
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広
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小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和 6 年 4 月１日～ 4 月 30 日迄）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

●休館日 ●資料休館日 ●ブックスタート
　おはなし会
　【11：00】

7 8 9 10 11 12 13

●内科診療
　（10 日まで）
　【診療 8：30】
●おはなし会
　【11：00】

●休館日 ●おはなし会
　【14：00】

14 15 16 17 18 19 20

●内科診療
　（17 日まで）
　【診療 8：30】

●母子相談
　【子育11：00】
●休館日

● ３カ月・７カ月
児健診、１歳
歯科相談

　【すこ13：00】

21 22 23 24 25 26 27

●おはなし会
　【11：00】

●休館日 ●肺がん検診
　（28 日まで）
　【集落公民館】

●子どもの日
　おはなし会
　【14：00】

28 29 30

●については保健福祉課（65-3685）へ
●については図書館（65-0962）へお問い合せください。

●内科診療
　（５/１日まで）
　【診療 8：30】

●休館日
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